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北海道医療大学では、数理データサイエンス AI教育プログラム（リテラシーレベルプラス）として選定

された「医療系大学での学びあいと内製 AIによる学修者本位の教育」を実施している。特徴が、オンラ

イングループワークや学生どうしのアンケート調査による学びあいを取り入れている点である。医療系

大学では、チーム医療教育など学びあいが重要視されており、本教育プログラムにおける学びあいによ

る教育改善効果についても検証する。 
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ンケート調査 

1. はじめに 

北海道医療大学（以下、本学）では、大学独自の教

育手法を ICTにより具現化することを目的として、15

年以上にわたり、教育支援システムや LMS を独自に

開発（内製化）してきた。１行１行をすべてプログラ

ミングして、システムサイズは十万行となっている。

例えば、薬学実務実習前実践演習 Webサイトでは教員

が作った 8千題以上の問題が登録されている。薬学実

務実習支援システムは北海道内 100施設以上の病院と

薬局でも利用されている(1)。 

内製化した教育支援システムは、共通基盤教育とし

て実施している情報リテラシーの教育プログラムでも

活用しているが、ここで重視をしているのが、学生ど

うしの「学びあい」である。医療系大学では、チーム

医療教育など学びあいを取り入れた教育が盛んに実践

されている。情報リテラシーの教育プログラムに対し

ても ICTを活用した学びあいを取り入れることで、分

かりやすさや学修意欲を高める教育改善を図っている

(2,3,4)。 

さらに、本学では、国の AI戦略 2019に従い情報リ

テラシー教育の見直しを行い、2020年度から、数理デ

ータサイエンス AI教育（以下、MDASH）リテラシー

レベルに準拠した教育内容の実践を始めた。2021年度

には、「医療系大学での学びあいと内製 AIによる学修

者本位の教育」として MDASH認定制度に申請をした。

その結果、本教育プログラムは MDASH（リテラシー

レベル）に認定され、さらに、リテラシープラスにも

選定されるに至った。 

今回は、本学MDASHである「医療系大学での学び

あいと内製 AI による学修者本位の教育」の学修内容

の概要と、その特徴について報告する。学修内容は

MDASHモデルカリキュラムに準拠しているが、その

特徴は、オンライングループワークや学生どうしのア

ンケート調査による「学びあい」を取り入れている点

である。また、限られた教員数で全学の MDASHを担

当していることから、学びあいなどの支援システムに

加えて、履修者情報や出席情報などの教務関連データ

を管理する履修管理システムも構築し、MDASHを円
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滑に実施できるようにしており、これらの教育支援シ

ステムについても報告する。履修管理システムでは、

授業回ごとに、到達目標に対する達成度も学生から収

集しており、これらの結果から、MDASHの教育効果、

特に、学びあいを導入することで得られる教育改善効

果についても検証する。 

2. MDASH の概要 

本学は、薬学部、歯学部、看護福祉学部、心理科学

部、リハビリテーション科学部、医療技術学部の６学

部を有する私立の医療系総合大学である。学生総数は

約 3,000名である。2021年度においては、MDASHは、

選択科目として開講した心理科学部を除く５学部で必

須科目として開講した。2022年度からは、全ての学部

で必須化する。2021 年度の MDASH の履修者数は全

学で約 700名であり、MDASHを構成する授業科目は

情報処理演習など 14科目となっている。この中で、本

報告では、医療技術学部の授業科目「医療情報処理演

習」を対象として実践結果を報告する。 

 

図 1 「医療情報処理演習」の授業テーマと MDASH

モデルカリキュラムとの関連 

図１には、「医療情報処理演習」の授業テーマと

MDASHモデルカリキュラムとの関連を示した。授業

テーマは５つあり、１つのテーマについて３回の授業

回を割り当てた。さらに、授業は５週間にわたって、

午後の３時限を連続して実施することで、１つのテー

マを週ごとに完結させた。履修者数は約 60名で、全員

が必携 PCを利用し、担当教員は１名である。 

最初のテーマである「数理データサイエンス AI」で

は、内閣府「Society 5.0 とは」(5)など Society 5.0 や

AI に関する Web サイトを教材としながら、社会で起

きている変化や AI最新技術の活用例について学ぶ。 

「プレゼンテーション」では、「数理データサイエン

ス AI」で学んだ内容のドキュメンテーションとプレゼ

ンテーションを作成し、一連のオフィスツールの利用

方法を習得する。 

「データ分析」では、「統計ダッシュボード」(6)など

国の機関や民間企業等が提供している主要な統計デー

タを使いながらデータ分析の手法を学ぶ。 

「データ処理、データ集計、データ分析」では、ス

プレッドシートでデータをクロス集計しながら解析し、

データを比較するなどしながら、読み取った結果を図

表で表現する。 

「情報セキュリティ」では、総務省「国民のため情

報セキュリティサイト」(7)を教材として、悪意ある情

報搾取、データ改ざん、情報漏洩などによるセキュリ

ティ事故の調査、ならびに、インターネットを安全に

使うためのスキルを学ぶ。 

なお、本学 DX推進計画（デジタルを活用した大学・

高専教育高度化プランに選定）に従い、MDASHで使

用している教材やスライドは DX 推進計画サイト(8)に

公開している。 

3. MDASH の特徴 

3.1 オンライングループワーク 

本学MDASHの特徴は、学生どうしの学びあいを取

り入れている点にある。その１つが、オンライングル

ープワーク(3,4)である。オンライングループでは、複数

の学生が同時に書き込みできるオンラインドキュメン

トである google ドキュメントを利用する。google ド

キュメントには、定められたテーマに沿って、学生が

自身の意見を書き込むが、同時に、他の学生の意見が

書き込まれる様子もリアルタイムに見ることができる。 

例えば、図１の「データ分析」での統計ダッシュボ

ードを使ったデータ分析では、健康や医療における課

題や、今まで気づかなかったような広く社会に起きて

いる現象や課題についてのオンライングループワーク

を実施した。ここでは、統計ダッシュボードを使った

データ分析を通して個人で見出した現象や課題を、グ

ループで共有するようにした。グループワークの結果

を踏まえて、多角的な視点も取り入れながら、学生一

人一人が「調査を深めてみたい現象や課題」を１つ決

めて、さらに調査を進め、医療人としての自らの将来

像と関連付けながら、今後、自分たちがどのようにし
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ていけばよいのかの観点を含めて、調査した結果をレ

ポートにまとめた。 

3.2 同僚間アンケート 

学びあいを取り入れているもう１つの取り組みが、

学生どうしのアンケート調査（同僚間アンケート）で

ある(2)。同僚間アンケートでは、google フォームを利

用して、定められたテーマに従って、クラスの学生に

対してアンケート調査を行い、その結果を分析して、

データの読み取りを行う。 

例えば、図１の「データ処理、データ集計、データ

分析」では、「コロナ禍における大学生活」などの定め

られたテーマに従って、クラスの学生に対してアンケ

ート調査を行って調査結果をまとめる同僚間アンケー

トを実施した。アンケート調査では、データの種類を

意識しながら質問項目を設定しなければならないなど、

データ分析に必要な情報収集の方法を実践的に学べる

ようにした。アンケート実施後には、学生間の生きた

データ（実データ）であるからこそ生じるデータのば

らつきや誤差の扱いを、実体験を通して学べるように

した。 

また、図１の「情報セキュリティ」では、オンライ

ングループワークと同僚間アンケートの両方を取り入

れた。ここでは、「国民のため情報セキュリティサイト」

を教材としたグループワークを実施し、インターネッ

ト調査と同僚間アンケート調査をしながら、「インター

ネットを安全に使うためにはどうしたらよいのか？」

という問いに対して、多面的な視点から最適な解決策

を発想できるようにした。 

4. 教育支援システム 

4.1 教育支援システムの目的 

MDASHの履修者数は年間 700名を超え、関連する

授業科目数も 14 となっている。これを２名の情報系

教員がすべて担当するため、MDASHを円滑に実施す

ることを目的に開発したのが教育支援システムである。 

4.2 同僚間アンケートシステム 

１つが、同僚間アンケート支援システムである。同

僚間アンケートでは、学生一人ひとりが googleフォー

ムで質問紙を作成し、その質問紙に対して、同じクラ

スで授業を受講している学生が回答を送信する。その

後、各学生は、自分のアンケートに対する回答結果を

集計するが、そのためには、一定数以上の回答数が求

められる。受講生どうしで回答をしているために、例

えば、ひとりの学生が 20 個の質問紙に回答すること

で、自身の質問紙にも 20 件の回答が送信されること

になる。 

同僚間アンケート支援システムでは、Google Apps 

Script（GAS）を利用して、同僚間アンケートの手順

を限られた授業時間内に円滑に実施できるようにした。

図２にスクリーンショットを掲載したが、システムの

プラットフォームは google スプレッドシートである。

ここで、図中①には、各学生が作った googleフォーム

の短縮 URLが蓄積されるが、これは、短縮 URL回収

用の googleフォームで集めたものである。図中②では、

受講生ごとに、他の学生が作成した googleフォームの

短縮 URLを 20個振り分けし、最後に、図中③の GAS

などにより、全ての学生に、20個の短縮 URLが記載

された電子メールを一括送信できるようにした。 

 

 

図 2 同僚間アンケート支援システム 

4.3 履修管理システム 

内製化した教育支援システムには履修管理システム

もある。履修管理システムは、MDASHを構成する 14

の授業科目についての履修者情報、出席情報、提出課
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題などの教務関連データを管理している。これに加え

て、履修管理システムでは、授業回ごとに提出を義務

付けている課題、到達目標に対する達成度、授業コメ

ントや質問なども学生から収集している。 

履修管理システムでも GAS を利用して、これらの

学修情報を担当教員間で円滑に共有・管理できるよう

にした。図３にスクリーンショットを掲載したが、こ

ちらもプラットフォームは google スプレッドシート

や googleドキュメントである。図中①では、MDASH

を構成するすべての授業科目ごとに、履修管理シート、

学修教材、学生用掲示板などがリンクされている。履

修管理システムの主たる機能は、履修管理シートに含

まれている。履修管理シートには、図中②のように、

履修者情報、出席情報、提出された課題へのリンク、

達成度や授業コメントが、授業科目ごとに一括して蓄

積されている。これらの学修情報については、最終授

業回に、学修ポートフォリオ（図中③）として、学生

ごとに１つの電子メール本文にまとめて、一括送信で

きるようにした。 

 

図 3 履修管理システム 

4.4 自然言語処理システム 

このほかにも、pythonによる自然言語処理システム

も構築している。例えば、「数理データサイエンス AI」

の講義の後には講義ノートを提出させているが、すべ

ての学生のノートを自然言語処理システムによりテキ

ストマイニングをして、その結果を学生へフィードバ

ックしている。フィードバックした結果は、ワードク

ラウドや共起ネットワークなどであるが、自然言語処

理などの機械学習システムが、身近なところで活用で

きる様子を実感できるようにもしている。 

5. 教育改善効果の検証 

教育改善効果を検証するために、授業回ごとの学生

の達成度がどのように変化したのかを調べる。 

履修管理システムでは、学生の達成度を把握するた

めに、すべての受講生から、授業回ごとに、「本日の到

達目標に対する自己評価（４段階）」を収集している。

授業回ごとに提出を義務付けている課題とともに送信

させていることから、回収率は 100%である。なお、学

生には、自己評価が、自身の成績に影響を与えないこ

と、自己評価と個人を特定できる情報との紐づけをし

ないこと、回答による不利益は一切ないことを伝えて

いる。 

 

図 4 授業回ごとの達成度（自己評価結果の比率） 

図４は、授業回ごとの達成度を４段階の評価（高い

ほうから、◎、〇、△、×）別の折れ線グラフ（自己評

価結果の比率）で示した。ここで、11 回目と 14 回目

は、前の授業回と内容が連続していたことから、授業

回ごとの課題提出が無かったために、達成度を取得し

ていない。 

達成度が、最も大きく向上したのは、２回目であっ

た。１回目の授業で、社会で起きている変化や AI最新

技術の活用例を講義して、２回目では、医療分野にお

ける AI活用について情報検索を行い、その結果を、オ

ンライングループワークで他の学生と共有した。学生

にとっては、始めてのオンライングループワークであ

ったこともあり、他の学生の意見がリアルタイムに書

き込まれる様子などに興味を感じたものと考える。 

逆に、達成度が、もっと大きく低下したのは、７回

目であった。７回目からは、統計ダッシュボードを使

ったデータ分析を通して、今まで気づかなかったよう
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な広く社会に起きている現象や課題を見つけることか

ら始めた。答えの定まらないような問題を発見すると

いった課題であり、その難易度も高く、達成度が下が

ったと考える。 

一方で、８、９回目は、達成度が向上している。８

回目では、オンライングループワークを実施して、自

身が発見した問題や課題をグループ内で共有した。自

分の考えを発することが難しい学生も、他者の意見を

手掛かりにすることで、分かりやすさが向上した結果

であると考える。 

さらに、10回目以降は、達成度が向上している。10

回目以降は、同僚間アンケートを取り入れている。10

回目から 12 回目は、同僚間アンケートによるデータ

処理、データ集計、データ分析の過程を学び、さらに、

13 回目からは、「インターネットを安全に使うために

はどうしたらよいのか？」という課題に沿って、同僚

間アンケートを実施した。学生どうしが、他者のアン

ケートに答えることで授業に参加している意識が高ま

り、クラス全体として学修意欲が向上した結果と考え

る。 

6. むすび 

MDASH（リテラシーレベルプラス）として選定さ

れた「医療系大学での学びあいと内製 AI による学修

者本位の教育」の概要と特徴について報告した。学修

内容は、MDASHモデルカリキュラムに沿ったもので

あるが、特徴が、オンライングループワークや同僚間

アンケート調査による学びあいを取り入れている点で

ある。また、教育支援システムを独自に開発して、限

られた科目担当教員であっても円滑に MDASH を実

施できるようにした。 

MDASHに学びあいを取り入れたことによる教育改

善効果を、授業回ごとの到達目標に対する学生の達成

度により検証した。この結果、オンライングループワ

ークや同僚間アンケートを取り入れることで、到達目

標に対する達成度が向上したことが示された。医療系

大学では、チーム医療教育など学びあいが重要視され

ており、医療系大学の MDASHに学びあいの観点を取

り入れたことによる効果が、一定程度認められたもの

と考える。 

医療技術学部では、今回の報告で対象とした「医療

情報処理演習」に引き続き、「情報科学」も実施してい

る。「情報科学」では、「医療情報処理演習」で学んだ

MDASHモデルカリキュラムの知識を基に、pythonに

よるプログラミング、機械学習による予測、自然言語

処理などの MDASH リテラシーレベルのオプション

項目を実施した。これらの教育効果などについても今

後検証を重ねたい。 
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